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図23-k 発生させた台形波変動風の例(13m/s,30s) 
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図23-j 発生させた三角波変動風の例(13mls, 50s) 

より早い周期の変動風を発生できないように電気的にロッ

クを掛けている。

送風機駆動電動機の回転数を制御する本変動風発生法は

周期の短い変動風を発生できないが、大振幅できれいな波

形の正弦変動風などの発生に適しているので、送風機・電

動機系を多分割しで慣性モーメントの小さな送風機・電動

機系を用い、かつ周期の短い変動風を発生できる翼列ダン

パー制御方式などと組合わせるなら、空間的に自然風のス

ペクトルに近いスペクトルを持つ風を風洞内に再現できる

ものと考える。このために今後、本変動風発生法は大型風

洞での変動風発生法の 1つとして、注目されるべきものに

なると思われる。

5.2 水路部性能試験

水路部性能試験は造波装置、回流装置に分けて実施した

結果を示す。

5.2.1 造波装置

表13に本造波装置で発生できる波高と入力信号値を示

す。

(1)規則波

造波装置に種々の電圧及び周期の規則波信号を加えて造

波を行った。発生した波を容量式波高計で計測し、ペンレ

図23-1 発生させた台形波変動風の例(13m/s,50s) 

コーダに記録した。

図24に発生させた規則波の 3例を示す。上図は指令信号

の入力電圧0.5V、周期2.5sの場合で波高は4.4cm、中図は

1.5V、4.0sの場合で波高は7.6cmである。下図は1.7V、1.5s
の場合で波高は30.5cmの波を発生できることを示す。

これより本造波装置は波高30cmまでの波を発生できる

ことが分かる。

造波中の様子を写真30に示す。

(2) 不規則波

不規則波の発生は4.4.2(2)によった。目標スペクトルと

して今回はブレットシュナイダー・光易型スペクトルを用

いた。波の計測は (1)と同一であり、 4.5.6項で述べた波形

解析ソフトを用いて解析した。

図25にブレットシュナイダー・光易型スペクトルに近づ

けるために計算式から 2回の修正を施して発生させた 2次

元不規則波スペクトルの 1例を示す。上図は計算式で発生

させた場合、中図は修正を 1回施した場合、下図は修正を

2回施したの場合である。

計測したスペクトルは修正を施すことにより次第に目標

スペクトルに近づいていくことが分かる。
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5.2.2 回流装置

本回流装置で発生できる最大流速を求めるために、ポン

プ吐出側の仕切弁を全開にしてポンプを最大流量状態にし

て実験を行った。流速の計測は超音波式流速計のプローブ

を水槽内の規定の水深に挿入し、その出力をペンレコーダ

に記録した。流速はペンレコーダ記録紙から変動する流速

写真30 造波中の様子

値の中央値を読み取った。

図26に計測位置、表14に最大流量時における各計測位置

での流速結果を示す。

本回流装置は計画の最大流速0.3m/sを確保できたが、

前にも述べた様に簡易型回流装置を採用したために、流れ

は数多くの小さな渦を伴う不均ーな流れとなり、そのため

に時間的に不規則に変動した流れ場となっている。この事

は簡易型回流装置を採用した時点で予測された事である。

また、流れに含まれる小さな空気泡やゴミの動きから表面

付近に集中して流した水流の下に大きな再循環流が出来て

いる事が観察されている。

最後に、写真31に浮体式海洋構造物ポセイドン号の1/25

模型による風波の予備実験の模様を示す。
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3000 一
回流装置の流速計測位置

計測位置と流速

写真31 浮体式海洋構造物ポセイドン号模型の

風波予備実験

表13

深
①
②
③
④

速
速
速
速

水
流
流
流
流

250 mm 
32.9 cm/s 
40.0 cm/s 
37.3 cm/s 
40.0 cm/s 

500 mm 
34.5 cm/s 
34.5 cm/s 
35.5 cm/s 
34.5 cm/s 

600 mm 
26.7 cm/s 
26.7 cm/s 
29.8 cm/s 
21.3 cm/s 

入力信号と発生波高

造波機性能 波 吉回 水深： 1500mm

入力電圧
周 期

0.05s 1. OOs 1.50s 2.00s 2.50s 3.00s 4.00s 
0.3V 56mm 
0.5V 砕波 118mm 87mm 62mm 43mm 37mm 30mm 
1.0V ※ 168mm. 168mm 118mm 78mm 66mm 50mm 
1.5V ※ 200mm 177mm 118mm 97mm 75mm 
1. 7V 306mm 
2.0V ※ ※ 168mm 137mm 100mm 

2.5V ※ ※ 128mm 

3.0V ※ 

※は造波可能な事を示す。
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6.おわりに

新設された変動風水洞の特徴などの紹介と基本性能試験

結果について述べた。

現在、風洞部のより詳しい性能、風や波、流れの複合し

た変動風水洞としての総合性能が調べられている。これと

平行して、超大型浮体式海洋構造物（海上空港）や海洋構造

物の要素に働く風荷重を評価する実験、海面効果翼船など

の模型実験や風工学に関する基礎実験が行われている。
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付記

変動風水洞の建設には装置工事関係を三井造船（株）が、

風路のRC部や実験棟の建設関係を辻建設（株）が担当した

ことを付記する。
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